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資料紹介　ドーナッツ形の土器　－市毛本郷坪遺跡出土の環状瓶－　（名村威彦）

特別展　虎塚古墳壁画公開40周年　（特別寄稿ヨスミナミ）

「私的茨城考古学外史－遺跡・人 出会いと別れ－」　第３回　発掘三昧への道　県外編２　（瓦吹　堅）

横穴墓を歩く㉕　蝦夷穴横穴墓群　（佐久間正明）

ひたちなか市内の発掘調査　２０２０ 歴史の小窓㉕　はんこが押された須恵器

ひたちなか市の遺跡⑦改訂版　勝田三中学区編 のぞき見、展示室①　三反田蜆塚貝塚の土偶

虎塚古墳花便り㉖　コスモス 埋文センターの日々　2020 後期 ほか

コロナ禍の博物館実習　　博物館実習では，毎回実習の成果発表として自分たちでテーマを決め
て，特別品収蔵庫での展示を行います。そして，最後にその展示と一緒に記念写真を撮影します。
この写真は博物館実習の記録として，通路の掲示板に貼られます。掲示板のスペースから，毎年
更新されますが３年間掲示されることになっています。今年の実習は，コロナ禍での実習となり，
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加
し
て
い
る
。
出
土
地
域
も
広
が
り
、
製
作
地
も
全
国

的
に
確
認
で
き
る
。

　

事
例
の
増
加
と
と
も
に
、
日
本
列
島
で
も
横
型
環
状

瓶
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
や
、
環
状
瓶
の
製
作
が
八
世
紀

代
ま
で
続
く
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
青
木

ほ
か
二
〇
一
四
）。
と
こ
ろ
が
、
七
世
紀
後
半
以
降
の

環
状
瓶
に
つ
い
て
は
、
各
地
で
出
土
す
る
も
の
の
、
窯

跡
か
ら
の
出
土
が
多
い
。
消
費
遺
跡
の
様
相
が
ほ
と
ん

ど
判
明
し
て
お
ら
ず
、
環
状
瓶
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ

れ
、
な
ん
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ

い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

一
、
環
状
瓶
と
は

　

古
墳
時
代
中
期
以
降
、
日
本
列
島
各
地
で
製
作
さ
れ

た
須す

え

き

恵
器
の
中
に
、
特
異
な
形
態
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
「
特
殊
須
恵
器
」
や
「
異
形
須
恵
器
」
と
呼

ば
れ
、
環
状
瓶
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

環
状
瓶
は
、
胴
部
を
ド
ー
ナ
ッ
ツ
の
よ
う
な
環
状
に

作
り
、
注
ぎ
口
を
取
り
付
け
た
容
器
で
、
縦
型
と
横
型

が
あ
る
（
図
一
）。
縦
型
環
状
瓶
に
は
、
脚
台
部
を
も

つ
例
が
あ
り
、
横
型
環
状
瓶
に
は
鳥
脚
を
も
つ
例
が
あ

る
な
ど
、
形
態
は
多
様
で
あ
る
が
、
環
状
の
胴
部
を
も

つ
容
器
を
す
べ
て
環
状
瓶
と
呼
ぶ
。

　

環
状
瓶
の
起
源
は
、
韓
半
島
で
み
つ
か
る
、
環
状
土

器
と
さ
れ
る
（
河
瀬
一
九
八
五
）。
韓
半
島
の
環
状
土

器
は
、
朝
鮮
三
国
時
代
に
製
作
さ
れ
た
軟
質
土
器
で
、

横
型
環
状
瓶
と
同
様
の
形
態
を
し
て
い
る
。
詳
細
な
製

作
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
・
四
世
紀
頃
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
日
本
列
島
の
環
状
瓶
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
遡
っ
て
も
六
世
紀
末
の
例
が
最
も
古
い
。

形
態
も
、
縦
型
環
状
瓶
の
製
作
が
先
行
す
る
。
製
作
時

期
の
懸
隔
や
、
器
形
の
違
い
か
ら
、
韓
半
島
の
環
状
土

器
と
日
本
列
島
の
環
状
瓶
の
関
連
性
は
、
ま
だ
明
ら
か

で
は
な
い
。

　

日
本
列
島
の
環
状
瓶
の
う
ち
、
六
世
紀
末
か
ら
七
世

紀
代
の
縦
型
環
状
瓶
は
、
広
島
県
の
古
墳
か
ら
集
中
的

に
出
土
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
環
状
瓶
は
、
製
作
地

域
の
限
ら
れ
た
、
地
域
色
の
強
い
古
墳
の
副
葬
品
と
考

え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た（
野
末
一
九
九
五
）。し
か
し
、

近
年
、
新
た
な
出
土
例
や
環
状
瓶
と
判
明
し
た
例
が
増

資料紹介

図１　縦型環状瓶（右）と横型環状瓶（左）

ドーナッツ形の土器
―市

いちげほんごうつぼ

毛本郷坪遺跡出土の環
かんじょうへい

状瓶―
公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

名村　威彦

　市毛本郷坪遺跡は、ひたちなか市市毛字本郷坪に所
在します。平成６年の第６次調査の際、「須恵器の異形
土器」が出土し、報告されました。長らく、その正体
は不明でしたが、最近、この須恵器が環状瓶であるこ
とが判明しました。全国的にも出土数が少ない、不思
議な形の須恵器が、なぜ、ひたちなか市でみつかった
のか、全国の類例とともに考えてみます。

市毛本郷坪遺跡出土環状瓶

１：(伝 )丁田南古墳群　２：阿婆田窯跡群

１２
広島大学考古学研究室所蔵京都府埋蔵文化財調査研究センター所蔵

2



１：名古屋市博物館所蔵　２：上ヶ原遺跡　３：(伝 )丁田南古墳群　４：篠場瓦窯跡　５：大堤窯跡

図２　縦型環状瓶の変遷

文
様
構
成

古段階

突線 +列点文

中段階

沈線 +波状文

新段階

無文

胴
部
断
面
形

円形隅丸方形方形

文
様
構
成

古段階

突線 +列点文

中段階

沈線 +波状文

新段階

無文

胴
部
断
面
形

円形隅丸方形方形

名古屋市博物館提供広島大学考古学研究室提供静岡県埋蔵文化財センター提供南砺市埋蔵文化財センター提供 公益財団法人
広島市文化財団文化財課提供

１１２２３３４４５５

二
、
環
状
瓶
の
変
遷

　

環
状
瓶
は
、
六
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
ま
で
長
期
間
に

わ
た
っ
て
製
作
さ
れ
る
な
か
で
、
文
様
や
形
態
が
変
化

し
て
い
っ
た
。
と
く
に
縦
型
環
状
瓶
は
、
文
様
構
成
と

胴
部
断
面
形
が
段
階
的
に
変
化
し
て
い
る
。
共
伴
遺
物

に
よ
っ
て
製
作
時
期
が
推
定
で
き
る
例
を
並
べ
る
と
、

文
様
構
成
は
、
①
突
線
と
列
点
文
が
施
さ
れ
る
も
の
か

ら
、
②
沈
線
と
波
状
文
が
施
さ
れ
る
も
の
へ
変
化
し
、

③
無
文
の
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
。
胴
部
断
面
形
は
、
①

円
形
・
楕
円
形
か
ら
②
隅
丸
方
形
に
変
化
し
、
③
方
形

へ
と
変
化
す
る
。

　

文
様
構
成
と
胴
部
断
面
形
の
変
化
は
い
ず
れ
も
漸
次

的
で
あ
る
が
、概
ね
一
致
す
る
。
そ
こ
で
①
を
古
段
階
、

②
を
中
段
階
、
③
を
新
段
階
と
し
て
お
く
（
図
二
）。

　

古
段
階
の
縦
型
環
状
瓶
に
は
、
肩
部
に
ボ
タ
ン
状
の

粘
土
が
貼
り
付
け
ら
れ
る
例
が
あ
り
、
製
作
当
初
か
ら

痕
跡
器
官
化
し
た
把
手
が
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
縦
型
環
状
瓶
が
、
提
瓶
の
変
種
と
し
て
製
作
さ
れ
、

そ
の
後
、
独
自
の
変
化
を
遂
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

古
段
階
か
ら
中
段
階
の
縦
型
環
状
瓶
は
、
胴
部
に
緻

密
な
文
様
が
施
さ
れ
る
。
中
段
階
で
は
、
把
手
の
名
残

を
方
形
に
ケ
ズ
リ
出
し
、
装
飾
化
し
た
も
の
も
あ
る
。

一
方
、
造
形
の
難
し
さ
か
ら
亀
裂
が
入
り
、
容
器
と
し

て
使
用
で
き
な
い
も
の
も
、成
品
に
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

古
段
階
か
ら
中
段
階
は
、
実
用
性
よ
り
も
む
し
ろ
、
稜

を
持
た
な
い
環
状
の
胴
部
と
精
緻
な
施
文
を
も
つ
特
殊

な
須
恵
器
と
い
う
、
外
見
的
な
要
素
が
重
視
さ
れ
た
と

推
察
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
新
段
階
で
は
、
ほ
と
ん

ど
文
様
が
施
さ
れ
ず
、
胴
部
も
、
製
作
段
階
で
の
破
損

を
防
ぐ
製
作
方
法
が
採
用
さ
れ
る
。
容
器
の
実
用
性
を

重
視
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
市
毛
本
郷
坪
遺
跡
の
環
状
瓶

　

市
毛
本
郷
坪
遺
跡
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
市
毛
字
本
郷

坪
地
内
に
所
在
す
る
。
那
珂
川
を
南
に
臨
む
台
地
の
縁

辺
部
か
ら
、
や
や
奥
ま
っ
た
標
高
約
二
六
ｍ
の
平
坦
部

に
位
置
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
平
成
三
十

年
度
ま
で
、
九
次
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
古
墳

時
代
や
奈
良
・
平
安
時
代
の
住
居
跡
の
ほ
か
、
溝
状
遺

構
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

胴
部
下
位
か
ら
脚
台
部
に
か
け
て
の
縦
型
環
状
瓶
の

破
片
が
、
第
六
次
調
査
で
出
土
し
た
。
調
査
は
住
宅
建

設
に
伴
う
ト
レ
ン
チ
調
査
で
、
溝
状
遺
構
一
条
と
土
坑

一
基
が
検
出
さ
れ
た
（
鴨
志
田
・
小
松
崎
一
九
九
五
）。

調
査
範
囲
は
狭
く
、
遺
跡
の
規
模
や
時
期
は
不
明
で
あ

る
。

　

環
状
瓶
は
、
溝
状
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
、
第
二
号
ト

レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
た
。
残
存
高
三
・
六
㎝
、
残
存
胴

部
幅
五
・
五
㎝
、
推
定
胴
部
径
十
六
・
〇
㎝
で
あ
る
。
色

調
は
外
面
が
暗
赤
色
で
、
内
面
が
灰
オ
リ
ー
ブ
色
で
あ

る
。
焼
成
は
硬
質
で
、
胎
土
に
少
量
の
白
色
礫
と
、
多

量
の
白
色
砂
粒
を
含
む
。
胎
土
の
観
察
で
は
、
茨
城
県

内
の
窯
跡
の
製
品
で
は
な
く
、
搬
入
品
の
可
能
性
が
高

い
と
さ
れ
る
（
稲
田
二
〇
二
〇
）。
外
側
面
に
は
二
条

の
沈
線
と
波
状
文
、
胴
部
に
は
一
条
の
波
状
文
と
、
そ

の
両
側
に
列
点
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。胴
部
断
面
形
は
、
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稜
の
あ
る
方
形
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
様
構
成
と
胴
部
断
面
形
か
ら
、
中
段
階
か
ら
新
段

階
に
か
け
て
の
環
状
瓶
で
あ
り
、
製
作
時
期
は
七
世
紀

末
か
ら
八
世
初
頭
と
推
定
で
き
る
。

図３　市毛本郷坪遺跡出土環状瓶（稲田 2020）
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四
、
環
状
瓶
の
搬
入
と
そ
の
背
景

　

市
毛
本
郷
坪
遺
跡
の
調
査
は
部
分
的
で
あ
る
た
め
、

環
状
瓶
が
搬
入
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
他
の
遺
跡
と
の
比
較
検
討
か
ら

迫
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
類
例
が
出
土
し
た
、
前ま

え
は
ら原

遺

跡
お
よ
び
篠し

の
ん
ば場

瓦
窯
跡
の
環
状
瓶
と
比
較
し
、
生
産
地

の
推
定
を
試
み
る
。

前
原
遺
跡
・
・
・
茨
城
県
日
立
市
久
慈
町
一
丁
目
に
所

在
す
る
。
久
慈
川
左
岸
、
標
高
約
三
〇
ｍ
の
低
位
段
丘

上
縁
辺
に
位
置
す
る
。
昭
和
四
〇
年
代
の
河
道
付
け
替

え
以
前
は
、
遺
跡
南
方
の
眼
下
を
久
慈
川
が
流
れ
て
い

た
（
猪
狩
・
片
平
二
〇
二
〇
）。

　

試
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
、
竪
穴
建
物
の
覆
土
か
ら
、

環
状
瓶
の
胴
部
破
片
が
出
土
し
た（
図
四
）。残
存
高
七
・

〇
㎝
、
残
存
胴
部
幅
六
・
〇
㎝
、
推
定
胴
部
径
十
八
・
六

㎝
で
あ
る
。
色
調
は
外
面
が
暗
灰
褐
色
、
内
面
が
灰
褐

色
で
あ
る
。
焼
成
は
堅
緻
で
、
胎
土
に
少
量
の
白
色
礫

と
、
白
色
お
よ
び
褐

色
砂
粒
を
多
量
に
含

む
ほ
か
、
黒
色
微
粒

も
認
め
ら
れ
る
。
胎

土
は
市
毛
本
郷
坪
遺

跡
の
環
状
瓶
と
類
似

し
て
お
り
、
搬
入
品

と
推
定
で
き
る
。
外

側
面
に
沈
線
と
波
状

文
が
施
さ
れ
る
。
胴

部
に
は
、
沈
線
と
わ

ず
か
に
波
状
文
が
確
認
で
き
る
。
胴
部
断
面
形
は
稜
の

あ
る
方
形
で
あ
る
。

　

文
様
構
成
と
胴
部
断
面
形
か
ら
、
中
段
階
か
ら
新
段

階
に
か
け
て
の
環
状
瓶
で
あ
り
、
製
作
時
期
は
七
世
紀

末
か
ら
八
世
初
頭
と
推
定
で
き
る
。

篠
場
瓦
窯
跡
・
・
・
静
岡
県
浜
松
市
浜
北
区
根
堅
に
所

在
す
る
。
天
竜
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
砂
礫
が
堆
積
す

る
扇
状
地
の
扇
頂
部
に
形
成
さ
れ
た
、
下
位
段
丘
の
段

丘
崖
に
築
か
れ
た
窯
跡
で
あ
る
（
武
田
二
〇
一
三
）。

　

縦
型
環
状
瓶
が
、
一
号
窯
の
灰
原
か
ら
出
土
し
た

（
図
五
）。
高
三
一
・
四
㎝
、
胴
部
幅
五
・
八
㎝
、
胴
部
径

二
一
・
四
㎝
で
あ
る
。
色
調
は
内
外
面
と
も
に
灰
黃
色

で
あ
る
。
焼
成
は
硬
質
で
、
胎
土
に
少
量
の
白
色
礫
と

多
量
の
白
色
砂
粒
を
含
み
、
表
面
に
黒
色
微
粒
が
確
認

で
き
る
。
外
側
面
と
胴
部
に
波
状
文
が
施
さ
れ
る
。
胴

部
断
面
形
は
稜
の
あ
る
方
形
で
あ
る
。

　

文
様
構
成
と
胴
部
断
面
形
か
ら
、
中
段
階
か
ら
新
段

階
に
か
け
て
の
環
状
瓶
で
あ
る
。
製
作
時
期
は
共
伴
遺

物
か
ら
八
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。

図４　前原遺跡出土環状瓶

図５　篠場瓦窯跡出土環状瓶
静岡県埋蔵文化財センター所蔵

日立市郷土博物館提供
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茨
城
県
内
で
出
土
し
た
環
状
瓶
は
、
い
ず
れ
も
搬
入

品
で
、
共
通
点
が
多
く
、
同
じ
地
域
で
の
製
作
が
推
定

で
き
る
。
そ
の
製
作
地
域
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
が
静

岡
県
西
部
地
域
で
あ
る
。
静
岡
県
西
部
の
湖こ

さ

い西
窯
跡
群

で
生
産
さ
れ
た
須
恵
器
は
、
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
八
世

紀
前
半
に
か
け
て
流
通
圏
を
大
き
く
広
げ
、
東
日
本
太

平
洋
沿
岸
に
飛
び
石
的
に
流
入
し
て
お
り
、
茨
城
県
で

も
太
平
洋
沿
岸
部
か
ら
出
土
す
る
（
後
藤
二
〇
一
五
）。

茨
城
県
内
出
土
の
環
状
瓶
の
製
作
時
期
は
、
流
通
圏
拡

大
の
時
期
に
該
当
す
る
。
篠
場
瓦
窯
跡
は
、
湖
西
窯
跡

群
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
静
岡
県
西
部
地
域
で
環
状
瓶

が
製
作
さ
れ
た
可
能
性
を
想
起
さ
せ
る
。

　

次
に
遺
跡
間
の
比
較
か
ら
、
搬
入
背
景
を
探
り
た
い
。

環
状
瓶
は
現
在
、
九
州
か
ら
、
東
北
ま
で
確
認
さ
れ
て

い
る
（
図
六
）。
古
墳
・
横
穴
墓
や
祭
祀
遺
構
、
窯
跡

か
ら
出
土
し
て
お
り
、広
範
な
地
域
で
環
状
瓶
が
生
産
・

使
用
さ
れ
た
。

　

市
毛
本
郷
坪
遺
跡
と
同
時
期
の
環
状
瓶
に
つ
い
て

は
、
詳
細
の
明
ら
か
な
消
費
遺
跡
か
ら
の
出
土
は
少
な

い
。
一
方
、
窯
跡
か
ら
の
出
土
例
は
、
比
較
的
多
く
、

共
伴
遺
物
か
ら
搬
入
先
が
推
定
で
き
る
例
も
あ
る
。
ま

ず
、
消
費
遺
跡
の
性
格
を
概
観
す
る
。

牛う
し
く
び
ほ
ん
ど
う

頸
本
堂
遺
跡
群
・
・
・
福
岡
県
大
野
城
市
上
大
利
に

所
在
す
る
。
八
世
紀
前
半
の
縦
型
環
状
瓶
が
谷
部
か
ら

出
土
し
た
。
谷
部
か
ら
は
墨
画
・
墨
書
土
器
や
斎い

ぐ

し串

と
思
わ
れ
る
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
仏
教
関
連

の
祭
祀
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
（
石
木
ほ
か

二
〇
〇
八
）。

荒あ

ら

き木
遺
跡
・
・
・
兵
庫
県
豊
岡
市
出
石
町
荒
木
に
所

在
す
る
。
八
世
紀
前
半
頃
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
、

整
然
と
並
ぶ
大
型
掘
立
柱
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
て
お

り
、
官か

ん

が衙
的
な
色
彩
の
強
い
集
落
跡
で
あ
る
（
藤
田
編

一
九
九
七
）。
出
土
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
横
型
環
状

瓶
が
出
土
し
た
。

矢や

も

と本
横
穴
墓
群
・
・
・
宮
城
県
東
松
島
市
矢
本
に
所

在
す
る
。
総
数
二
〇
〇
基
以
上
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

一
〇
七
基
が
調
査
、
確
認
さ
れ
て
い
る
。
造
営
主
体
は
、

近
隣
の
城

じ
ょ
う
さ
く

柵
・
官
衙
・
集
落
遺
跡
で
あ
る
赤あ

か

い井
遺
跡
を

形
成
し
た
人
々
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。横
型
環
状
瓶
が
、

十
一
号
墓
か
ら
出
土
し
た
（
佐
藤
ほ
か
二
〇
一
〇
）。

　

次
に
、
生
産
遺
跡
の
う
ち
、
搬
入
先
の
性
格
が
推
定

で
き
る
遺
跡
を
概
観
す
る
。

白し
ら
さ
わ沢

三
・
五
号
窯
跡
・
・
・
兵
庫
県
加
古
川
市
上
荘
町

白
沢
に
所
在
す
る
。
金
属
器
模
倣
の
須
恵
器
や
多
量
の

硯す
ず
りが

出
土
し
て
お
り
、
官
衙
や
寺
院
へ
の
搬
入
が
想
定

さ
れ
る
（
森
内
・
深
江
一
九
九
九
）。
横
型
環
状
瓶
は
、

須
恵
器
生
産
関
連
施
設
の
溝
か
ら
出
土
し
た
。

阿あ

ば

た

婆
田
窯
跡
群
・
・
・
京
都
府
京
丹
後
市
大
宮
町
に
所

在
す
る
。
横
型
環
状
瓶
が
、
薬
壺
形
壺
や
鉄
鉢
形
鉢
と

共
伴
し
た
（
森
一
九
九
一
）。
一
般
的
な
集
落
で
出
土

し
な
い
須
恵
器
が
多
く
、
官
衙
や
寺
院
へ
の
供
給
が
想

定
さ
れ
る
（
森
一
九
九
〇
）。

歌う
た
ひ
め
に
し

姫
西
須
恵
器
窯
・
・
・
奈
良
県
奈
良
市
朱
雀
に
所
在

す
る
。
生
産
器
種
に
仏
教
的
要
素
が
み
ら
れ
、
寺
院
や

官
衙
関
連
施
設
へ
搬
入
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る

（
青
木
敬
ほ
か
二
〇
一
四
）。

図６　環状瓶出土遺跡
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１：牛頸本堂遺跡群

２：名古屋市博物館所蔵（伝広島出土）

３：倉敷考古館所蔵（伝広島出土）

４：上ヶ原遺跡

５：千間塚古墳

６：（伝）丁田南古墳群

７：豊栄町乃美の板鍋山

８：白沢窯跡群

９：荒木遺跡

10：阿婆田窯跡群

11：歌姫西須恵器窯

12：平城京左京三条一坊一・二坪

13：菅江遺跡

14：大堤窯跡群

15：篠場瓦窯跡

16：市毛本郷坪遺跡

17：前原遺跡

18：曽我墓所遺跡

19：矢本横穴墓群
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奈
良
時
代
前
半
の
須

恵
器
の
蓋
の
内
面
に
ボ

タ
ン
の
跡
・
・
・
で
は

な
く
，
丸
い
は
ん
こ
が

押
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
土
し
た
の
は
ひ
た
ち

な
か
市
鷹
ノ
巣
遺
跡
第

三
八
号
住
居
跡
で
，
蓋
の
ほ
か
杯
の
内
面
に
も
同

様
の
押
印
が
あ
り
ま
し
た
。

　

須
恵
器
の
土
が
市
内
の
原
の
寺
瓦
窯
跡
の
瓦
に

似
て
い
る
の
で
，
そ
の
あ
た
り
で
焼
か
れ
た
製
品

な
の
で
し
ょ
う
。
焼
く
前
の
検
印
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
，
珍
し
い
も
の
で
す
。
原
の
寺
瓦
窯
跡

で
は
，
こ
れ
と
異
な
る
丸
い
押
印
が
あ
る
瓦
が
出

土
し
て
い
ま
す
の
で
，
須
恵
器
と
瓦
の
生
産
が
関

わ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
，
常
陸
大
宮
市
の
前
山
瓦
窯
跡
に
も
丸
い

押
印
の
瓦
が
あ
り
，
出
土
す
る
瓦
の
特
徴
が
原
の

寺
瓦
窯
跡
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
工
人
が
移
動
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

　

参
考
文
献　

田
中
美
零
二
〇
二
〇
「
瓦
に
書
か
れ
た
文
字
」『
ひ
た
ち

な
か
埋
文
だ
よ
り
』
五
二
，
瓦
吹
堅
二
〇
〇
八
「
三
美
前
山
の
瓦
Ⅱ
」『
列

島
の
考
古
学
Ⅱ
』

〈
引
用
・
参
考
文
献
〉

青
木　

敬 

・
石
村　

智
・
小
田
裕
樹
・
金
田
明
大
・
神
野　

恵　

二
〇
一
四　

『
奈
良
山
発
掘
調
査
報
告
Ⅱ
』
奈
良
文

化
財
研
究
所
学
報
第
九
三
冊　

国
立
文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
。

猪
狩
俊
哉 

・
片
平
雅
俊　

二
〇
二
〇　

「
前
原
遺
跡
の
環
状
瓶
」
『
茨
城
県
考
古
学
協
会
誌
』
第
三
二
号
、
茨
城
県
考
古

学
協
会
、
七
九
～
八
一
頁
。

石
木
秀
啓 

・
大
里
弥
生
・
中
島　

圭
・
遠
藤　

茜　

二
〇
〇
八　

『
牛
頸
本
堂
遺
跡
群
Ⅶ
』
大
野
城
市
文
化
財
調
査
報

告
書
第
八
一
集　

大
野
城
市
教
育
委
員
会
。

稲
田
健
一        　

二
〇
二
〇　

「
市
毛
本
郷
坪
遺
跡
の
環
状
瓶
」『
茨
城
県
考
古
学
協
会
誌
』
第
三
二
号
、
茨
城
県
考
古
学
協
会
、

八
一  

～
八
三
頁
。

大
橋
泰
夫 　

二
〇
一
八　

『
古
代
国
府
の
成
立
と
国
郡
制
』　

吉
川
弘
文
館
。

鴨
志
田
篤 

二
・
小
松
崎
千
尋　

一
九
九
五　

「
第
三
章　

市
毛
本
郷
坪
遺
跡
の
調
査
」
『
平
成
六
年
度　

市
内
遺
跡
発
掘

調
査
報
告
書
』　

ひ
た
ち
な
か
市
教
育
委
員
会
。

河
瀬
正
利 　

一
九
八
五　

「
広
島
県
出
土
の
鳥
形
須
恵
器
」
『
芸
備
古
墳
文
化
論
考
』
芸
備
友
の
会
、
一
～
二
六
頁
。

金　

元
龍 

・
岡
崎　

敬
・
韓　

炳
三　

一
九
七
九　

『
韓
国
古
代
』
世
界
陶
磁
全
集
十
七
、
小
学
館
。

後
藤
健
一 　

二
〇
一
五　

『
遠
江
湖
西
窯
跡
群
の
研
究
』　

六
一
書
房
。

佐
藤
敏
幸 

・
河
村
美
佳
・
瀧
川　

渉
・
関　

博
充
・
女
鹿
潤
哉
・
赤
沼
英
男
・
手
代
木
美
保
・
片
岡
太
郎
・
高
妻
洋
成
・

赤
田
昌
倫
・
熊
谷
公
男　

二
〇
一
〇　

『
矢
本
横
穴
墓
群
Ⅱ
―
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
お
け
る
牡
鹿
地
方
の
墓
―
』

東
松
島
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
集　

宮
城
県
東
松
島
市
教
育
委
員
会
。

武
田
寛
生 　

二
〇
一
三　

「
篠
場
瓦
窯
跡
」
『
篠
場
瓦
窯
跡
・
上
海
土
遺
跡
』
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
五
六
～

四
一
八
頁
。

野
末
浩
之 　

一
九
九
五　

「
特
殊
須
恵
器
の
器
種
と
特
徴
」
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
学
芸
課
編
『
古
代
の
造
形
美　

装
飾

須
恵
器
展
』
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
、
七
六
頁
。

藤
田　

淳 

編　

一
九
九
七　

『
砂
入
遺
跡
』
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
第
一
六
一
冊　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
。

森
内
秀
造 

・
深
江
英
憲　

一
九
九
九　

『
兵
庫
県
加
古
川
市　

白
沢
三
・
五
号
窯
』　

兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
第

一
八
四
冊　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
。

森　
　

正 　

一
九
九
〇　

「
阿
婆
田
窯
跡
群
の
発
掘
調
査
」
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
第
三
六
号
、
京
都
府
埋
蔵
文

化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
十
七
～
二
二
頁
。

森　
　

正 　

一
九
九
一　

「
阿
婆
田
窯
跡
群
」
『
京
都
府
遺
跡
調
査
概
報
』
第
四
四
冊
、
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究

セ
ン
タ
ー
、
三
～
三
九
頁
。

山
中
敏
史 　

一
九
九
四　

『
古
代
地
方
官
衙
遺
跡
の
研
究
』　

塙
書
房
。

　

以
上
の
諸
例
か
ら
、
八
世
紀
代
の
環
状
瓶
は
寺
院
あ

る
い
は
官
衙
と
関
連
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

で
は
、
茨
城
県
内
出
土
例
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
市
毛
本
郷
坪
遺
跡
や
前
原
遺
跡
の
周
辺
に
は
寺

院
や
官
衙
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
前
原
遺
跡

は
久
慈
川
の
河
口
域
に
、
市
毛
本
郷
坪
遺
跡
は
那
珂
川

流
域
の
台
地
上
に
位
置
し
、
太
平
洋
沿
岸
や
水
運
交
通

の
要
衝
に
近
い
こ
と
は
注
目
で
き
る
。
さ
ら
に
那
珂
郡

衙
と
目
さ
れ
る
台だ

い
わ
た
り

渡
里
官
衙
遺
跡
群
が
那
珂
川
右
岸

に
、
久
慈
郡
寺
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
長ち

ょ
う
じ
ゃ
や
し
き

者
屋
敷

遺
跡
が
久
慈
川
左
岸
に
位
置
す
る
（
図
七
）。
い
ず
れ

も
市
毛
本
郷
坪
遺
跡
、
前
原
遺
跡
か
ら
は
約
十
五
㎞ 

も
離
れ
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
関
連
性
は
指
摘
で
き

な
い
。
し
か
し
、
環
状
瓶
が
寺
院
や
官
衙
と
関
連
す
る

遺
跡
で
出
土
す
る
こ
と
と
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初

頭
に
搬
入
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
時
期
は
、
古
代
国
府
が
成
立
し
、
地
方
官
衙
の

再
整
備
が
行
わ
れ
た
（
大
橋
二
〇
一
八
）。
郡
衙
に
は

出
先
機
関
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
郡
衙
か
ら
離
れ
た
交

通
の
要
衝
地
に
設
置
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
（
山
中

一
九
九
四
）。つ
ま
り
、七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
、

郡
衙
が
整
備
さ
れ
、
交
通
の
要
衝
地
で
あ
る
久
慈
川
河

口
付
近
や
那
珂
川
の
流
域
に
関
連
施
設
が
作
ら
れ
た
と

み
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
整
備
に
お
い
て
流
入

し
た
技
術
や
祭
祀
と
と
も
に
、
祭
祀
容
器
と
し
て
環
状

瓶
も
搬
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

図７　環状瓶出土遺跡と官衙関連遺跡

　　　　　（稲田 2020）

歴
史
の
小
窓　

そ
の
二
五

は
ん
こ
が
押
さ
れ
た
須
恵
器
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前
期
・
中
期
の
古
墳
・
集
落
が
濃
密
に
分
布
す
る
。
こ
れ

に
対
し
後
期
に
至
る
と
、
集
落
域
・
墓
域
は
台
地
中
央
部

の
開
析
谷
面
へ
比
重
が
移
る
状
況
が
読
み
取
れ
る
。
こ
う

し
た
変
化
は
可
耕
地
の
拡
大
を
反
映
す
る
も
の
と
捉
え
ら

れ
る
。
同
横
穴
墓
群
が
造
営
さ
れ
た
背
景
に
は
、
沖
積
地

か
ら
開
析
谷
面
へ
新
た
に
進
出
し
、
そ
れ
に
伴
い
出
現
し

た
有
力
成
員
層
の
出
現
が
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
出
土
し
た
象
嵌
大
刀
や
方
頭
大
刀
の
性
格
を

考
え
た
時
、
在
地
の
有
力
成
員
層
が
国
家
の
支
配
体
制
に

組
み
込
ま
れ
る
過
程
で
、
畿
内
で
製
作
さ
れ
た
大
刀
が
与

え
ら
れ
た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
同
横
穴
墓
群
は
七
世
紀

に
お
け
る
郡
山
の
歴
史
を
検
討
す
る
上
で
、
貴
重
な
情
報

を
与
え
て
く
れ
る
横
穴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。　

福島県郡山市

蝦
え

夷
ぞ

穴
あな

横穴墓群

佐久間　正明

（大安場史跡公園）

　

蝦
夷
穴
横
穴
墓
群
は
、
福
島
県
郡
山
市
田
村
町
に
位
置

す
る
。
古
く
か
ら
開
口
し
て
い
た
十
一
基
の
横
穴
墓
が
知

ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
三
年
の
調
査
の
結
果
、
新
た
に

二
基
の
横
穴
墓
（
十
二・十
三
号
）
が
発
見
さ
れ
た
。

　

調
査
成
果
の
一
つ
に
、
墓
道
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
の
発

見
が
あ
る
。
横
穴
墓
が
穿
た
れ
た
崖
面
と
並
行
に
伸
び
る

溝
跡
は
西
端
近
く
で
直
角
に
折
れ
、
十
三
号
横
穴
墓
へ
と

伸
び
、
こ
れ
が
墓
道
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、

同
様
の
遺
構
の
痕
跡
が
幾
つ
か
見
ら
れ
、
数
基
の
横
穴
墓

で
一
つ
の
墓
道
を
共
有
し
、
そ
れ
ら
が
グ
ル
ー
プ
を
成
す

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
十
二・十
三
号
両
横
穴
墓
と
も
、玄げ
ん
し
つ室

の
両
側
壁
や
天
井・

床
面
で
、
岩
盤
を
削
っ
た
際
の
工
具
の
痕
跡
が
明
瞭
に
確

認
で
き
た
。
工
具
痕
は
基
本
的
に
左
下
が
り
の
単
位
で
共

通
し
、
右
上
か
ら
左
下
へ
削
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
手

斧
の
よ
う
な
工
具
の
工
具
痕
は
、
い
ず
れ
も
刃
先
を
岩
盤

に
押
し
当
て
て
引
き
削
っ
た
よ
う
な
痕
跡
で
、
表
面
を
平

滑
に
仕
上
げ
る
、
構
築
過
程
の
最
終
段
階
の
仕
上
げ
の
痕

跡
と
判
断
さ
れ
た
。

　

十
二
号
横
穴
墓
は
玄げ

ん
も
ん門

部
が
残
存
し
て
お
ら
ず
、
残
存

す
る
規
模
は
奥
行
一
六
〇
㎝
・
幅
一
一
五
㎝
を
測
る
。
玄

室
か
ら
出
土
し
た
方ほ
う
と
う頭
大た

刀ち

は
、
把つ
か
が
し
ら頭
が
刀
身
と
は
約

二
〇
㎝
離
れ
た
場
所
に
倒
立
の
状
態
で
置
か
れ
て
い
た
。

把
頭
は
分
銅
形
を
呈
し
、
微
量
な
が
ら
黒
色
の
漆
膜
が
付

着
し
て
い
る
。

　

十
三
号
横
穴
墓
は
、
玄
室
が
奥
行
二
三
一
㎝
・
幅

一
七
四
㎝
・
高
さ
一
四
三
㎝
を
測
る
。
左
側
壁
近
く
の
床

面
か
ら
は
大
刀
三
振
が
、
折
り
重
な
る
状
態
で
出
土
し
、

本
来
は
壁
面
に
立
て
か
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

三
振
の
大
刀
の
う
ち
一
振
か
ら
は
、
鐔つ
ば

の
両
面
と
側
面
、

そ
し
て
鎺
は
ば
き・
把
縁
金
具
に
象ぞ
う
が
ん嵌
が
確
認
さ
れ
た
。
ハ
ー
ト

形
の
心し
ん
よ
う
も
ん

葉
文
を
描
き
、
そ
の
内
部
に
細
線
を

充
填
す
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
福
島
県
内
で

出
土
し
た
古
墳
時
代
の
象
嵌
大
刀
は
二
十
数

例
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
振
の
鐔
・
鎺
・
把

縁
金
具
い
ず
れ
に
も
象
嵌
が
確
認
さ
れ
た
も

の
は
少
な
く
、
県
内
有
数
の
資
料
と
言
え
る
。

　

十
三
号
横
穴
墓
は
閉
塞
石
も
特
徴
的
で
、

玄
室
側
に
は
横
穴
が
掘
り
込
ま
れ
た
基
盤
岩

と
同
じ
凝
灰
岩
が
、
外
側
に
は
基
盤
岩
と
は

異
な
る
花
崗
岩
が
積
ま
れ
て
い
た
。

　

蝦
夷
穴
横
穴
墓
群
が
位
置
す
る
郡
山
市
南

東
部
で
は
、
阿
武
隈
川
の
支
流
・
谷
田
川
に

面
す
る
丘
陵
先
端
部
に
、
全
長
約
八
三
ｍ
の

前
方
後
方
墳
・
大お
お
や
す
ば

安
場
一
号
墳
を
は
じ
め
、

25

13号横穴墓出土象嵌大刀

遺物は郡山市教育委員会所蔵

蝦夷穴横穴墓群調査風景

12号横穴墓出土方頭大刀

7



大
川

磯
崎

阿
字
ヶ
浦 酒列磯前神社

文
磯崎小

比観亭跡

文
勝田三中

文
前渡小

茨城高専

文

勝田高
文

酒列神社

川子塚古墳

まわたり

はら

かま

うしろやつ

ながすななぎさ

おおぬまざき

た　ら

てら

０ １km旧石器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 奈良・平安時代

約 13000 年前 約 2300 年前 約 1700 年前 約 1300 年前 約 800 年前

ひたちなか市の遺跡７（勝田三中学区編）改訂版

2020年までに発掘調査した遺跡 （地図上の●印）

前渡小地区 ：原山遺跡， 奥山瓦窯跡， 長砂久保遺跡， 原の寺瓦窯跡， 大沼経塚，

　　　　長砂渚遺跡， 長砂西原遺跡， 馬渡西板宮遺跡， 馬渡埴輪製作遺跡， 向野遺跡

　　　　群 （馬渡遺跡， 向野A遺跡， 向野B遺跡， 向野C遺跡， 向野D遺跡， 向野

　　　　E遺跡， 西谷津遺跡， 西谷津北遺跡）， 後谷津遺跡， 馬渡中宿西遺跡， 本郷

　　　　東遺跡， 本郷西遺跡， 足崎西原遺跡， 足崎天神山遺跡， 西並木下遺跡

　勝田三中学区には，現在，

53 の遺跡がみつかっていま

す。この中には，古墳に立て

る埴輪を製作した馬渡埴輪製

作遺跡や，古代の瓦を製作し

た原の寺瓦窯跡，鉄を生産し

た後谷津遺跡，中世の塩づく

りをした長砂渚遺跡がありま

す。また，中世の城跡の多良

崎城跡やお経を納めた大沼経

塚もあり，他の学区にはない

遺跡が存在する地域です。

　遺跡の発掘調査は，2020

年までに 64 回実施していま

す。1965 年から 21 回調

査を行った馬渡埴輪製作遺跡

では，窯跡 20 基，住居跡２

基，工房跡 12 基，粘土を採

掘した跡 25 ヶ所以上を確認

しました。当遺跡は 1969

年に国の史跡に指定されまし

た。1976 年から４回調査

を行った原の寺瓦窯跡では，

古代の窯跡２基，工房跡５基

等がみつかっています。上記

の馬渡埴輪製作遺跡と原の寺

瓦窯跡は，勝田第三中学校の

生徒が埴輪や瓦をみつけたこ

とがきっかけで，その存在が

判明した遺跡です。

向野遺跡群とは，当概地区の区画整理事業に伴い

発掘調査を実施した８つの遺跡の総称です。発掘

調査は，1990 年から 2004 年まで段階的に実

施し，2019 年から再開しています。調査の結果，

旧石器時代の石器や縄文時代草創期の陥穴，弥生

時代の粘土採掘抗，古墳時代の馬渡埴輪製作遺跡

と同じ時期の住居跡，中世の道路状遺構等がみつ

かっています。

2020年までに発掘調査した住居跡の数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13基

大沼経塚群では，2 基の経塚を調査しました。上

の写真は，第２号経塚から出土した金銅製の経筒

です。筒の側面には，天文 10(1541) 年の銘が

あります。中には，経文が納められていました。

向野Ａ遺跡陥穴 向野Ａ遺跡粘土採掘抗

長砂渚遺跡は，阿字ヶ浦中学区の沢田遺跡

と同じ中世の塩づくりの遺跡です。2005

年に発掘調査を実施し，釜屋跡２基，鹹水

槽跡 26 基などが見つかりました。

原の寺窯跡は，奈良・平安時代に役所等の建物の屋

根瓦を生産した遺跡です。ここで作られた瓦は，水

戸市の台渡里廃寺等に運ばれたことがわかっていま

す。この遺跡の瓦の特徴として，「瓦作部」や「岡田」

等の文字が刻まれた瓦が多数出土しています。
馬渡埴輪製作遺跡は，粘土を採掘して，工房で埴

輪を作り，乾燥させて窯で焼き上げるという，埴

輪製作の一連の遺構を日本で初めて確認できた遺

跡です。埴輪の生産は５世紀後半に C 地区で始ま

り，ここで焼かれた埴輪は市内最大規模を誇る川

子塚古墳に立てられたと推測されます。６世紀に

は，A・B・D 地区の窯で埴輪が生産され，市内の

笠谷古墳群や鉾の宮古墳群に立てられたと考えら

れます。上の写真の馬形埴輪は，窯で焼かれた後，

古墳には運ばれず残されていたものです。この埴

輪が，遺跡発見のきっかけとなりました。

多良崎城跡は鎌倉時代

末頃に築造された城と

考えられています。

向野 A 遺跡からは，土偶が出土しました。

土偶は下部を欠損しており，乳房と思わ

れる突起２つがみられるだけのシンプル

な形をしています。これは縄文時代早期

の時期のもので，日本で最古の土偶の１

つです。

後谷津遺跡は，1988年に発掘調査を実施し

た奈良時代の製鉄遺跡です。ここで生産され

た鉄は，水戸市の台渡里廃寺等で釘などに加

工され使用されていたと考えられます。
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は，A・B・D 地区の窯で埴輪が生産され，市内の

笠谷古墳群や鉾の宮古墳群に立てられたと考えら

れます。上の写真の馬形埴輪は，窯で焼かれた後，

古墳には運ばれず残されていたものです。この埴

輪が，遺跡発見のきっかけとなりました。

多良崎城跡は鎌倉時代

末頃に築造された城と

考えられています。

向野 A 遺跡からは，土偶が出土しました。

土偶は下部を欠損しており，乳房と思わ

れる突起２つがみられるだけのシンプル

な形をしています。これは縄文時代早期

の時期のもので，日本で最古の土偶の１

つです。

後谷津遺跡は，1988年に発掘調査を実施し

た奈良時代の製鉄遺跡です。ここで生産され

た鉄は，水戸市の台渡里廃寺等で釘などに加

工され使用されていたと考えられます。

9



0 3000m

岡田遺跡

東原遺跡

東石川新堀遺跡

老ノ塚古墳群

三反田古墳群

赤坂遺跡

向野A遺跡上馬場遺跡

磯崎東古墳群

市毛上坪遺跡

寄居新田古墳群

飯塚前遺跡

中曽根遺跡

高野冨士山遺跡

堀口遺跡市毛下坪遺跡

松原遺跡

部田野富士山遺跡

磯合古墳群
平井遺跡 相対遺跡相対遺跡

下高井遺跡

市毛遺跡

三反田蜆塚遺跡

新川

那珂川

中丸川

大川

本郷川

東海村

ひたちなか市

水戸市

那珂市

　向野Ａ遺跡 8 次調査　　　　　　　　　　　
　向

むかいの

野Ａ遺跡では，区画整理事業に伴う記録保存
のため，およそ 1 万㎡の調査区にトレンチを 11
本設定し遺構の確認調査を行いました。その結果，
2019 年度の 7 次調査で確認された「鎌倉街道」の
側溝と考えられる中世の溝跡の続きを，検出する
ことができました。今回の調査では中世の遺物は
確認されませんでしたが，縄文時代の尖

せ ん と う き

頭器が出
土しています。
　また，この側溝の南側では別の溝跡が２条確認
されました。時期は不明ですが，溝の底は平では
なく，溝を掘ったときの痕跡が工具で掘り上げた
形を残し穴状に確認されました。当時の人がどの
ようにして溝を掘り進めていったのか，様子がう
かがえる貴重なものです。溝跡からは，縄文土器
や土師器・須恵器が出土しています。

　

二
〇
二
〇
年
度
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
内
に
お
い
て
市

内
遺
跡
調
査
と
し
て
三
二
件
の
試
掘
調
査
と
二
件
の
本

調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、
向
野
遺
跡
群
の
本
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

本
調
査
に
つ
い
て
堀ほ

り
ぐ
ち
い
せ
き

口
遺
跡
で
は
、
遺
構
確
認
面
か

ら
お
よ
そ
一
ｍ
の
深
さ
が
あ
る
中
世
の
溝
跡
が
確
認
さ

れ
、
一
六
世
紀
頃
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
か
わ
ら
け

や
瀬
戸
・
美
濃
産
志
野
鉄
絵
丸
皿
が
出
土
し
ま
し
た
。

高こ
う
や
ふ
じ
や
ま
い
せ
き

野
冨
士
山
遺
跡
で
は
、
住
居
跡
が
二
基
確
認
さ
れ
、

第
一
号
住
居
跡
か
ら
は
墨
書
で「
田
依
」と
書
か
れ
た
土

師
器
皿
や
土
師
器
甕か

め

の
口
縁
部
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

試
掘
調
査
で
行
っ
た
東
石
川
新
堀
遺
跡
で
は
、
縄
文

時
代
早
期
と
考
え
ら
れ
る
尖せ

ん
て
い
ふ
か
ば
ち
が
た
ど
き

底
深
鉢
形
土
器
の
底
部
や

無
文
の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。         　
（
田
中
美
零
）

掘り込んだ痕跡が残る溝跡

ひたちなか市内の発掘調査 2020ひたちなか市内の発掘調査 2020
  　

新
し
く
始
ま
り
ま
し

た
「
の
ぞ
き
見
、
展
示
室
」
。

こ
こ
で
は
、
現
在
展
示
さ

れ
て
い
る
ひ
た
ち
な
か
市

内
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に

のの
ぞ
き
見

ぞ
き
見

つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
回
目
は
、
三み

た
ん
だ
し
い
づ
か
か
い
づ
か

反
田
蜆
塚
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
ハ
ー
ト
型

土
偶
で
す
。
昭
和
二
九
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
土
を
含
ん

だ
貝
層
か
ら
、
ほ
ぼ
完
形
の
状
態
で
出
土
し
ま
し
た
。
土
偶
の

高
さ
は
16
・
3
㎝
あ
り
、
そ
の
名
前
の
通
り
顔
は
ハ
ー
ト
型
で

少
し
上
を
向
き
、
隆
起
し
た
大
き
な
鼻
が
つ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
肩
が
張
り
胸
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
は
細
く
く
び
れ
、
脚

部
は
太
く
O
字
に
開
き
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
特
徴
を
も
つ
ハ
ー
ト
型
土
偶
は
、
縄
文
時
代
後
期
の
北
関

東
地
方
か
ら
福
島
県
に
か
け
て
、
堀
ノ
内
式
土
器
と
と
も
に
出

土
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
ハ
ー
ト
型
土
偶
は
平
成

元
年
に
市
指
定
の
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
埋
文
セ
ン
タ
ー
に
は
、
こ
の
ハ
ー
ト
型
土
偶
の
大
き
な

パ
ネ
ル
が
「
の
ぞ
く
」
よ
う
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
タ

イ
ト
ル
と
か
け
て
み
ま
し
た
…
。
ご
来
館
の
際
に
は
ぜ
ひ
一
緒

に
写
真
を
撮
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

（
田
中
美
零
）

展
示
室

展
示
室そ

の
１
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向
む か い の え ー い せ き

野Ａ遺跡 8 次 馬渡 本調査 10 月  溝跡 3 条を確認（7 次調査の中世溝跡 1 条，時期不明 2 条。石器，須恵器片が出土。

ひたちなか市内の発掘調査 2020ひたちなか市内の発掘調査 2020

2020（令和 2）年度市内遺跡調査一覧表

No. 遺跡名 次数 所在地 種別 時期 遺構・遺物

1 堀
ほ り ぐ ち い せ き

口遺跡 33 次 堀口 試掘 5 月 なし

2 相
あ い た い い せ き

対遺跡 4 次 金上 試掘 5 月 なし

3 高
こ う や ふ じ や ま い せ き

野冨士山遺跡 13 次 高野 試掘 6 月 住居跡 2 基（古墳，平安）を確認。土師器片，須恵器片が出土。

4 市
い ち げ し も つ ぼ い せ き

毛下坪遺跡 20 次 市毛 試掘 6 月 住居跡 4 基（時期不明），溝跡 1 条（平安）を確認。土師器片が出土。

5 堀
ほ り ぐ ち い せ き

口遺跡 34 次 堀口 本調査 6 月
住居跡 1 基（古墳），溝跡 1 条（中世），土坑 3 基（時期不明），地下式坑 1 基を確認。弥生土器，
土師器，須恵器，内耳土器，かわらけ，陶器，瓦，石器，鉄滓，鉄製品，人骨が出土。

6 三
み た ん だ こ ふ ん ぐ ん

反田古墳群 4 次 三反田 試掘 6 月 周溝 1 条（三反田 14 号墳に伴う），溝跡 1 条（時期不明）を確認。出土遺物なし。

7 磯
いそざきひがしこふんぐん

崎東古墳群 13 次 磯崎 試掘 7 月 なし

8 中
な か そ ね い せ き

曽根遺跡 2 次 田彦 試掘 7 月 溝跡 1 条（時期不明）を確認。出土遺物なし。

9 三
み た ん だ こ ふ ん ぐ ん

反田古墳群 5 次 三反田 試掘 7 月 三反田 14 号墳に伴う周溝 1 条確認。弥生土器片，石器が出土。

10 平
ひ ら い い せ き

井遺跡 4 次 金上 試掘 7 月 住居跡 2 基（平安），土坑 3 基を確認。縄文土器片，土師器，須恵器片が出土。

11 高
こ う や ふ じ や ま い せ き

野冨士山遺跡 14 次 高野 本調査 8 月 住居跡 2 基（平安，時期不明）を確認。土師器，須恵器，石器が出土。

12 松
ま つ ば ら い せ き

原遺跡 8 次 田彦 試掘 8 月 なし

13 岡
お か だ い せ き

田遺跡 37 次 三反田 試掘 8 月 なし

14 東
ひがしはらいせき

原遺跡 10 次 高野 試掘 8 月 住居跡 3 基（奈良・平安）を確認。土師器片，須恵器片，磁器片が出土。

15 東
ひがしいしかわにいぼりいせき

石川新堀遺跡 5 次 東石川 試掘 9 月 遺構なし。石器，縄文土器片，弥生土器片，土師器片が出土。

16 堀
ほ り ぐ ち い せ き

口遺跡 35 次 堀口 試掘 9 月 土坑 1 基，ピット 1 基を確認。弥生土器片，土師器片，須恵器片，内耳土器片が出土。

17 市
い ち げ か み つ ぼ い せ き

毛上坪遺跡 31 次 市毛 試掘 9 月 なし

18 部
へ た の ふ じ や ま い せ き

田野富士山遺跡 1 次 部田野 試掘 9 月 なし

19 平
ひ ら い い せ き

井遺跡 5 次 金上 試掘 9 月
住居跡 1 基（平安），溝跡 1 条（時期不明）を確認。縄文土器片，土師器片，須恵器片，陶器片，
土錘片が出土。

20 老
お い の づ か こ ふ ん ぐ ん

ノ塚古墳群 1 次 稲田 試掘 9 月 なし

21 老
お い の づ か こ ふ ん ぐ ん

ノ塚古墳群 2 次 稲田 試掘 9 月 なし

22 上
か み ば ば い せ き

馬場遺跡 6 次 津田 試掘 10 月 ピット 1 基を確認。出土遺物なし。

23 飯
いいづかまえいせき

塚前遺跡 3 次 三反田 試掘 10 月 なし

24 平
ひ ら い い せ き

井遺跡 6 次 金上 試掘 10 月 住居跡 1 基，溝跡 1 条（時期不明）を確認。出土遺物なし。

25 市
い ち げ か み つ ぼ い せ き

毛上坪遺跡 32 次 市毛 試掘 11 月 なし

26 平
ひ ら い い せ き

井遺跡 7 次 金上 試掘 11 月 住居跡 2 基（平安）を確認。縄文土器片，須恵器片が出土。

27 寄
よ り い し ん で ん こ ふ ん ぐ ん

居新田古墳群 5 次 田彦 試掘 11 月 なし

28 岡
お か だ い せ き

田遺跡 38 次 三反田 試掘 12 月 ピット 31 基を確認。弥生土器片，土師器片，須恵器片，砥石が出土。

29 磯
いそあいこふんぐん

合古墳群 5 次 磯崎 試掘 1 月 土坑 1 基を確認。出土遺物なし。

30 市
い ち げ い せ き

毛遺跡 2 次 市毛 試掘 1 月
住居跡 26 基（古墳～平安），溝跡 1 条，土坑 10 基，ピット 14 基を確認。縄文土器片，弥生土器片，
土師器，須恵器，土錘，陶磁器，石器が出土。

31 三
み た ん だ し い づ か い せ き

反田蜆塚遺跡 7 次 三反田 試掘 1 月 住居跡 2 基，溝跡 1 条を確認。土師器片が出土。

32 赤
あ か さ か い せ き

坂遺跡 4 次 鶴代 試掘 2 月 溝跡 1 条を確認。出土遺物なし。

33 市
い ち げ い せ き

毛遺跡 3 次 市毛 試掘 2 月 住居跡 13 基を確認。縄文土器片，弥生土器片，土師器片，須恵器片，陶磁器片，銅銭が出土。

34 市
い ち げ か み つ ぼ い せ き

毛上坪遺跡 33 次 市毛 試掘 2 月 住居跡 11 基，溝跡 1 条，土坑 3 基を確認。弥生土器片，土師器片，須恵器片が出土。

35 堀
ほ り ぐ ち い せ き

口遺跡 36 次 堀口 試掘 2 月
住居跡 28 基（古墳～平安），土坑 38 基，溝跡７条を確認。弥生土器片，土師器，須恵器，
陶磁器，瓦質土器，瓦，石器，砥石，石臼，鉄滓，艦砲弾片が出土。

36 市
い ち げ い せ き

毛遺跡 4 次 市毛 試掘 3 月 住居跡 4 基，土坑１基，溝跡１条を確認。縄文土器片，土師器，須恵器片，石器，陶磁器が出土。
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四
か
月
に
わ
た
る
我
孫
子
市
湖こ
ほ
く
だ
い
北
台
遺
跡
群
の
調
査
は
、

住
居
跡
四
分
法
に
よ
る
覆
土
分
層
調
査
や
竈
か
ま
どの
構
造
調
査

な
ど
、
そ
の
後
の
発
掘
調
査
に
思
考
的
に
も
技
術
的
に
も

稔
り
の
多
い
調
査
の
実
践
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
個
人
的

に
は
発
掘
調
査
に
於
け
る
参
加
者
へ
の
段
取
り
を
学
ん
だ

こ
と
も
有
意
義
だ
っ
た
。

　

我
々
が
調
査
し
た
湖
北
台
遺
跡
群
と
隣
接
し
た
エ
リ
ア

外
に
、
一
九
七
八
年
千
葉
県
立
湖
北
高
校
が
開
校
し
た
。

そ
こ
に
は
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
っ
て
下

総
国
相
馬
郡
の
正
倉
院
が
発
見
さ
れ
た
。そ
の
調
査
は
我
々

の
調
査
か
ら
一
◯
年
後
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
六
八
年
三
月
に
は
日
立
市
金か
な
い
ど

井
戸
遺
跡

の
調
査
（
県
内
編
は
別
稿
）
に
参
加
し
、
五
月
二
五
日
か

ら
二
九
日
ま
で
静
岡
県
沼
津
市
目め
ぐ
ろ
み
黒
身
遺
跡
の
調
査
に
参

加
し
た
。

　

こ
の
遺
跡
は
沼
津
市
出
身
の
同
級
生
宮み
や
ざ
き
い
ち
ろ
う

崎
一
郎
君
の
誘

い
で
参
加
し
た
が
、
小
学
校
の
改
築
に
伴
う
調
査
で
、
弥

生
時
代
の
集
落
遺
跡
だ
っ
た
。
私
は
関
東
ロ
ー
ム
層
上
で

の
調
査
と
全
く
異
な
る
地
層
で
の
調
査
に
戸
惑
っ
た
。
ま

ず
泥
土
の
中
か
ら
遺
構
を
検
出
す
る
の
だ
が
、
最
初
は
全

く
判
別
で
き
な
か
っ
た
。
当
遺
跡
か
ら
は
弥
生
時
代
後
期

の
住
居
跡
や
方
形
周
溝
墓
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。

　

調
査
は
沼
津
学
園
の
小お
の
し
ん
い
ち

野
真
一
先
生
が
団
長
で
、
大
学

同
期
の
佐さ
と
う
ま
さ
の
り

藤
政
則
君
達
も
参
加
し
た
。
毎
日
が
泥
だ
ら
け

の
調
査
だ
っ
た
が
、
関
東
以
外
で
の
調
査
は
有
意
義
な
も

の
だ
っ
た
。

　

沼
津
か
ら
帰
京
し
て
一
週
間
も
経
た
な
い
六
月
五
日
、

埼
玉
県
桶
川
市
西に

し
し
ょ
う小
遺
跡
の
調
査
に
参
加
し
た
。
こ
の

調
査
も
思
い
出
深
く
、
小
学
校
改
築
に
伴
う
桶
川
市
教
育

委
員
会
主
催
の
調
査
で
、
県
文
化
財
保
護
課
柳や
な
ぎ
だ
び
ん
じ

田
敏
司
さ

ん
が
指
導
委
員
。
遺
跡
は
縄
文
時
代
中
期
と
古
墳
時
代
中

期
の
集
落
遺
跡
だ
っ
た
。
調
査
に
参
加
し
た
の
は
同
期
の

今い
ま
い
ず
み
や
す
ゆ
き

泉
泰
之
・
昼ひ
る
ま
こ
う
じ

間
孝
次
君
や
一
学
年
後
輩
の
高
た
か
ば
や
し
ひ
と
し

林
均
・

斎さ
い
と
う
か
ず
こ

藤
和
子
君
達
、
さ
ら
に
埼
玉
大
学
考
古
学
研
究
会
会
員
。

土
器
埋
設
炉
を
も
つ
加か

そ

り
曽
利
Ｅ
１
期
の
住
居
跡
の
調
査
中
、

埼
玉
県
遺
跡
調
査
会
の
増ま
す
だ
い
つ
ろ
う

田
逸
郎
は
じ
め
下し
も
む
ら
か
つ
ひ
こ

村
克
彦
・

鈴す
ず
き
し
げ
よ
し

木
重
義
先
輩
方
一
行
が
現
場
視
察
に
来
ら
れ
た
。
我
々

は
先
輩
方
か
ら
調
査
に
つ
い
て
種
々
指
導
を
受
け
た
が
、

そ
の
一
つ
が
セ
ク
シ
ョ
ン
ベ
ル
ト
の
幅
で
、
鈴
木
先
輩
か

ら
広
す
ぎ
る
と
き
つ
く
指
摘
さ
れ
た
。

　

宿
舎
は
遺
跡
近
く
の
商
店
（
薬
局
）
の
二
階
で
、
朝
夕

そ
こ
で
食
事
を
し
、
昼
食
は
現
場
で
弁
当
を
食
べ
た
。
四

◯
代
の
奥
さ
ん
が
宿
泊
し
た
我
々
四
～
五
名
の
学
生
の
た

め
に
食
事
を
準
備
し
て
く
れ
た
が
、
室
内
犬
を
飼
っ
て
い

て
時
々
食
器
に
犬
の
毛
が
付
い
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
現
場
見
学
に
来
た
高
校
一
年
生
の
新あ
ら
い
か
ず
ゆ
き

井
和
之
君

に
初
め
て
あ
っ
た
。
新
井
君
の
こ
と
で
一
番
記
憶
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
そ
の
頃
出
始
め
た
コ
カ
コ
ー
ラ
五
◯
◯
ml

瓶
の
一
気
呑
み
を
得
意
と
し
た
こ
と
。
彼
は
そ
の
後
国
士

舘
大
学
に
入
学
し
、
流
山
市
な
ど
の
遺
跡
を
と
も
に
調
査

し
、
現
在
で
も
交
流
は
続
い
て
い
る
。
調
査
の
最
終
日
、

初
期
竈
を
も
つ
住
居
跡
の
遺
構
測
量
が
遅
れ
、
夕
暮
れ
の

中
で
声
を
掛
け
な
が
ら
マ
ッ
チ
を
擦
り
、
そ
の
灯
を
頼
り

に
測
量
し
た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

　
同
年
六
月
に
は
東
海
村
御ご
し
ょ
う
ち

所
内
遺
跡
の
調
査
に
参
加（
県

私的茨城考古学外史―遺跡・人　出会いと別れ―
第３回　発掘三昧への道　県外編２

瓦吹　堅千葉県八街市滝台遺跡調査風景
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内
編
は
別
稿
）、
さ
ら
に
七
月
一
日
か
ら
二
◯
日
ま
で
千
葉

県
八
街
市
滝た
き
だ
い台
遺
跡
の
調
査
に
参
加
し
た
。
調
査
主
体
は

立
正
大
学
丸ま
る
こ
わ
た
る

子
亘
先
生
で
、
他
校
か
ら
の
参
加
者
は
私
一

人
だ
っ
た
。
調
査
主
任
は
渡わ
た
な
べ
ち
し
ん

邊
智
信
氏
、
さ
ら
に
同
学
年

野の
じ
り
つ
よ
し

尻
侃
・
河か
わ
ち
と
し
ゆ
き

地
俊
幸
・
福ふ
く
ま
げ
ん
間
元
君
等
も
参
加
し
た
。
遺
構

は
一
辺
五
～
六
ｍ
の
北
竈
の
鍛か

じ冶
工
房
を
も
つ
竪
穴
住
居

跡
で
、
羽は
ぐ
ち口

や
製
鉄
炉
な
ど
も
検
出
さ
れ
、
鍛た
ん
ぞ
う
は
く
へ
ん

造
剥
片
も

磁
石
で
多
く
採
取
し
た
。
調
査
中
、
丸
子
団
長
は
立
正
大

学
の
久く
ぼ
つ
ね
は
る

保
常
春
先
生
や
資
源
研
の
輪わ
じ
ま
せ
い
い
ち

島
誠
一
先
生
を
招
聘

し
て
指
導
を
受
け
て
い
た
。
先
生
方
が
指
導
に
来
た
時
に

は
、
現
在
国
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
八は
っ
か
く
て
い

鶴
亭
」

で
懇
親
会
が
開
か
れ
、
我
々
学
生
も
お
相
伴
に
与
っ
た
。

も
っ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
丸
子
団
長
が
あ
る
晩
近

在
の
農
家
か
ら
滝
台
遺
跡
か
ら
採
集
し
た
と
い
う
銅
印
を

借
り
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は「
山
邊
郡
印
」で
、我
々

は
遺
跡
周
辺
が
古
代
上か
ず
さ総
国
山
邊
郡
で
あ
り
、
こ
の
遺
跡

は
郡
家
に
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
興
奮
し
た
。
そ
の

夜
私
は
そ
の
銅
印
を
実
測
し
た
。
そ
の
後
の
一
九
七
一
年
、

銅
印
は
重
文
指
定
さ
れ
た
。
一
九
九
二
年
か
ら
二
年
間
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
当
時
）
の
「
非
文
献
資
料
の
基

礎
的
研
究
―
古
印
―
」
の
館
外
調
査
員
に
委
嘱
さ
れ
、
研

究
会
の
折
に
平
ひ
ら
か
わ
み
な
み

川
南
氏
に
発
見
の
顛
末
な
ど
を
記
録
し
た

そ
の
当
時
の
調
査
ノ
ー
ト
を
見
せ
る
と
、
平
川
氏
は
驚
い

て
い
た
。

　

西
小
遺
跡
で
指
導
を
受
け
た
柳
田
敏
司
氏
は
二
◯
一
一

年
八
月
、
増
田
逸
朗
氏
は
二
◯
◯
◯
年
八
月
、
滝
台
遺

跡
で
ご
一
緒
し
た
丸
子
亘
先
生
は
一
九
八
六
年
七
月
に

そ
れ
ぞ
れ
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。
中
で
も
増
田
先
輩
は
、

千葉県八街市滝台遺跡（1968年７月）

一
九
七
七
年
四
月
に
茨
城
県
教
育
財
団
調
査
課
が
設
置
さ

れ
た
当
初
、
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
に
勤
務
し

て
お
ら
れ
、
調
査
備
品
な
ど
に
つ
い
て
種
々
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
個
人
的
に
は
祭
祀
考
古
学
会
で

福
島
県
建た

て
ほ
こ
や
ま

鉾
山
に
ご
一
緒
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
を

思
い
出
し
て
も
次
期
リ
ー
ダ
ー
の
突
然
の
死
は
、
こ
の
業

界
に
と
っ
て
も
極
め
て
残
念
で
悲
し
い
こ
と
だ
。

　

（左：丸子先生　右：輪島先生）

埋文センター敷地内新展示物（堀口地内石塔移築　2021年 1月7日）
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特
別
展　
　

二
○
二
◯
年
か
ら
四
◯
年
前
の
一
九
八
◯

（
昭
和
五
五
）
年
一
◯
月
二
五
日
、
虎
塚
古
墳
壁
画
の

公
開
施
設
が
完
成
し
、
一
般
公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。

特
別
展
で
は
、
公
開
開
始
四
◯
周
年
を
記
念
し
て
、
壁

画
確
認
か
ら
公
開
ま
で
の
経
過
と
、
現
在
も
続
く
「
保
存

と
公
開
」
に
つ
い

て
、
写
真
や
資
料

な
ど
を
展
示
し
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　

展
示
で
は
、「
虎

塚
古
墳
を
掘
る
」、

「
壁
画
の
保
存
と

公
開
へ
」、「
虎
塚

古
墳
壁
画
を
守

る
」、「
未
来
へ
」

と
い
う
四
つ
の

テ
ー
マ
を
設
け
ま

し
た
。

　

展
示
物
で
は
、
初
公
開
と
し
て
壁
画
発
見
時
の
調

査
日
誌
や
当
時
使
用
し
て
い
た
温
湿
度
記
録
機
器
、

二
〇
二
一
年
二
月
ま
で
記
録
し
て
い
た
石
室
内
の
温
湿

度
の
記
録
紙
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
展
示
し
た
温
湿

度
の
記
録
紙
は
壁
画
公
開
時
の
も
の
で
、
こ
の
記
録
か

ら
は
公
開
し
て
も
石
室
内
の
温
湿
度
に
変
化
が
な
い
こ

と
や
、
中
央
の
直
線
の
上
の
赤
線
が
観
察
室
の
温
度
、

下
の
黒
線
が
観
察
室
の
湿
度
で
す
が
、
公
開
が
終
了
し

観
察
室
の
扉
を
閉
鎖
す
る
と
自
然
に
安
定
し
た
数
値
に

戻
る
こ
と
な
ど
が
判
り
ま
す
。

　
「
未
来
へ
」
の
テ
ー
マ
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今

回
の
展
示
で
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
虎
塚
古
墳
壁
画

の
文
様
を
「
擬
人
化
」
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し

て
い
る
ヨ
ス
ミ
ナ
ミ
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
解
説
や
立
て
看
板
に
使
用
し
ま
し

た
。
ヨ
ス
ミ
ナ
ミ
さ
ん
の
古
墳
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ

か
け
や
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
の
経
緯
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
古
墳
に
コ
ー
フ
ン
協
会
茨
城
支
部
長

の
ヨ
ス
ミ
ナ
ミ
で
す
。
昨
年
一
◯
月
か
ら
開
か
れ
て
い
る

企
画
展
に
、虎
塚
古
墳
擬
人
化
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、通
称
「
虎

塚
ち
ゃ
ん
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　

古
墳
に
コ
ー
フ
ン
協
会
と
は
、
古
墳
シ
ン
ガ
ー
の
ま

り
こ
ふ
ん
が
会
長
を
務
め
る
「
古
墳
を
ゆ
る
く
愛
で
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
協
会
で
す
。

 　
　
　

  

       　
　
　

Since1980特別展

日時：令和２年１０月２５日（日）から令和３年５月９日（日）

休館日：月曜日（月曜日が休日の場合は翌日）　　　入場無料

場所：ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
〒312-0011　茨城県ひたちなか市中根３４９９

電話：０２９－２７６－８３１１

午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

（公財）ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

虎塚古墳壁画
公開４０周年

－公開と保存への挑戦－

展示の様子

ヨスミナミさんのツイッター：＠yosumi_kofun

ヨ
ス
ミ
ナ
ミ

石室 ・観察室 ・外気の温湿度記録用紙

2004 年 4 月 11 日：壁画公開時の温湿度記録。真
ん中の直線は，公開時でも石室内の温湿度変化が
ないことを示しています。
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普
段
はT

w
itte

r

に
て
茨
城
の
古
墳
情
報
や
自
分
の

墳
活
（
古
墳
巡
り
を
す
る
こ
と
）
の
様
子
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
趣
味
と
し
てT

w
itte

r

開
設

前
か
ら
描
い
て
い
た
古
墳
擬
人
化
イ
ラ
ス
ト
を
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
全
国
各
地
の
古
墳
た
ち
を
擬
人
化

し
て
き
ま
し
た
が
、
実
は
初
め
て
擬
人
化
し
た
古
墳
は

こ
の
虎
塚
古
墳
な
の
で
す
。
こ
こ
で
は
虎
塚
ち
ゃ
ん
が
誕

生
し
た
経
緯
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

　

そ
も
そ
も
、
私
が
古
墳
と
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は
、

ア
ニ
メ
「
古
墳
ギ
ャ
ル
の
コ
フ
ィ
ー
」
で
し
た
。
こ

の
ア
ニ
メ
は
名
前
の
通
り
、
古
墳
の
コ
フ
ィ
ー
ち
ゃ

ん
が
主
人
公
で
あ
る
ギ
ャ
グ
ア
ニ
メ
で
、
そ
の
独

特
な
世
界
観
に
当
時
の
私
は
ド
は
ま
り
し
ま
し
た
。

そ
し
て
古
墳
と
は
実
際
ど
ん
な
も
の
な
の
だ
ろ
う

と
い
う
興
味
が
湧
き
、
県
内
の
古
墳
巡
り
を
し
て

い
く
う
ち
に
私
は
古
墳
に
染
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　

私
が
初
め
て
古
墳
を
擬
人
化
し
た
の
は
二
◯

一
七
年
の
こ
と
で
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く

の
が
好
き
で
、
あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
絵
を

描
い
て
い
た
時
、
手
元
の
す
ぐ
近
く
に
虎
塚
古
墳

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
の
壁
画
の
図
を
眺
め
て
い
た
ら
、
壁
画
の
文
様

を
取
り
入
れ
た
衣
装
の
デ
ザ
イ
ン
案
が
頭
に
浮
か

び
ま
し
た
。
す
ぐ
に
そ
の
衣
装
を
着
た
創
作
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
ま
し
た
。
こ
れ
が

虎
塚
ち
ゃ
ん
の
原
型
で
す
。
そ
の
後
、
虎
塚
古
墳

ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
少
女
に
デ
ザ
イ
ン
を
直
し
、

現
在
の
虎
塚
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　

ま
さ
か
数
年
後
に
自
分
が
生
み
出
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
等
身
大
パ
ネ
ル
に
な
り
、
ひ
た
ち
な
か

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
に
飾
っ
て
い
た
だ

け
る
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
！
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
き
っ

か
け
に
古
墳
に
興
味
を
持
つ
方
が
増
え
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

虎
塚
ち
ゃ
ん
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

2626　

コ
ス
モ
ス

　

コ
ス
モ
ス

　

皆
さ
ん
は
ど
の
花
を
見
る
と
秋
を
感
じ
ま
す
か
。
私
は
今
回
ご
紹
介

す
る
コ
ス
モ
ス
（
秋
桜
）
で
す
。
コ
ス
モ
ス
は
キ
ク
科
コ
ス
モ
ス
属
の

一
年
草
で
す
。
も
と
も
と
は
メ
キ
シ
コ
原
産
で
、
日
本
に
は
幕
末
頃
に

持
ち
込
ま
れ
、
明
治
時
代
に
全
国
に
広
が
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
和
名
「
秋

桜
」
の
由
来
は
、
コ
ス
モ
ス
の
花
が
秋
に
咲
く
こ
と
、
ま
た
花
び
ら
が

桜
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
草
丈
は
１

～
２
m
で
糸
の
よ
う
に
細
く
裂
け
た
葉
を
し
て
い
ま
す
。
草
丈
が
高
い

わ
り
に
茎
は
細
く
華
奢
で
す
。
そ
の
華
奢
な
茎
の
先
に
直
径
６
～
10
㎝

程
度
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
び
ら
は
通
常
８
枚
で
、
ピ
ン
ク
や
白
な

ど
淡
く
優
し
い
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
予
定
し
て
い
た
イ
ベ
ン

ト
が
次
々
と
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
仲
間
の
訃

報
も
あ
り
、
例
年
に
な
い
寂
し
い
秋
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
秋
風

に
そ
よ
ぐ
コ
ス
モ
ス
も
、
今
年
は
な
ん
だ
か
寂
し
げ
で
す
。 　
（
稲
田
健
一
）

2020.09.30

特別展

キャラクターと虎塚古墳壁画との比較

15
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編
集
後
記
の
　

虎
の
子

　
二
◯
◯
二
年
、
向
野
遺
跡
群
西
谷
津
遺
跡
の
調

査
を
し
て
い
る
と
、
散
歩
で
通
り
か
か
っ
た
女
性

が
声
を
か
け
て
き
た
。
私
は
そ
の
時
の
調
査
担
当

で
は
な
い
の
で
、
直
接
そ
の
や
り
取
り
を
見
て
は

い
な
い
が
、
そ
の
後
彼
女
は
発
掘
調
査
補
助
員
と

し
て
私
た
ち
の
仲
間
と
な
っ
た
。
彼
女
は
も
と
も

と
考
古
学
と
は
全
く
関
係
の
な
い
理
系
女
子
「
リ

ケ
ジ
ョ
」（
本
人
は
違
う
と
い
う
か
も
し
れ
な
い

が
）
で
、
こ
ん
な
偶
然
か
ら
こ
れ
ま
で
と
は
違
う

人
生
を
歩
み
始
め
る
。

　
そ
の
後
は
市
内
の
発
掘
調
査
を
始
め
、
茨
城
県

の
発
掘
調
査
に
も
参
加
す
る
ほ
ど
発
掘
に
専
念

し
、
そ
の
後
は
当
埋
文
セ
ン
タ
ー
の
嘱
託
職
員
と

な
り
、
調
査
だ
け
で
な
く
、
展
示
や
講
座
、
図
書

や
収
蔵
遺
物
の
管
理
と
い
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事

に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
埋
文
セ
ン
タ
ー

の
展
示
や
管
理
シ
ス
テ
ム
は
彼
女
が
構
築
し
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
管
理
シ

ス
テ
ム
が
も
う
少
し
で
完
成
と
い
う
時
、
彼
女
は

病
に
冒
さ
れ
、こ
の
世
か
ら
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
。

あ
ま
り
に
も
突
然
の
別
れ
で
あ
っ
た
。

　
彼
女
の
構
築
し
た
シ
ス
テ
ム
は
こ
れ
か
ら
先
も

ず
っ
と
埋
文
セ
ン
タ
ー
を
支
え
続
け
、
そ
の
成
果

は
生
き
続
け
て
い
く
。
そ
の
証
拠
に
、
今
日
も
ま

た
、
彼
女
の
仕
事
を
引
き
継
い

だ
女
性
が
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ

て
叫
ん
で
い
る
。「
菊
池
さ
ん
、

お
化
け
で
も
い
い
か
ら
出
て
き

て
！
こ
の
仕
事
教
え
て
！
」。

い
つ
ま
で
も
頼
ら
れ
っ
ぱ
な
し

だ
ね
、
菊
池
さ
ん
。

月
開館

日数
個人 団体 計
（人） （団体） （人） （人）

10 月 27 200 1（0） 20 （0） 220
11 月 25 220 5（3） 81 （59） 301
12 月 24 134 2（0） 46 （0） 180
1 月 24 81 0（0） 0 （0） 81
2 月 24 134 2（1） 112 （74） 246
3 月 26 136 1（0） 20 （0） 156
合計 150 905 11（4） 279（133） 1184

入館者状況（2020.10.1. ～ 2021.3.31）

（）内は学校数
ひたちなか市埋蔵文化財調査センター及び ( 公財 ) ひたち
なか市生活・文化・スポーツ公社が開催する事業は『市報
ひたちなか』及び下記のホームページでお知らせします。
http://hitachinaka-culturehall.jp/news-cat/kokuchi/
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／2
7
-
3
0

市
毛
上
坪
遺
跡
試
掘
調
査
／

3
0
-

虎
塚
古
墳
秋
期
一
般
公
開
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
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史
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介
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菅
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学
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史
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史
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学
／
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